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再
発
見
・
牛
久
第
二
十
八
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
　
　
栗く
り
は
ら原

　
功
い
さ
お

　

広
報
う
し
く
掲
載
の
記
事
・
写
真

発
行
日
・
昭
和
39
年
10
月
20
日
　

　
世
紀
の
祭
典
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
東
京
で
開
か
れ
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て

聖
火
リ
レ
ー
も
各
地
で
盛
ん
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
２
日
に
栃
木
県
か
ら
引
き
継
が
れ
た

聖
火
は
、
第
四
コ
ー
ス
を
若
者
た
ち
に

よ
っ
て
リ
レ
ー
さ
れ
、
４
日
、
土
浦
市

役
所
に
午
後
到
着
し
、
１
泊
し
ま
し
た
。

　
こ
の
聖
火
は
翌
５
日
に
市
役
所
を

午
前
11
時
出
発
、
そ
し
て
霞
ヶ
浦
を
左

に
各
中
継
所
を
す
ぎ
、
阿
見
町
を
経
て
、

牛
久
の
選
手
た
ち
が
待
つ
美
浦
中
学
校

前
で
、
午
後
０
時
17
分
に
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。

各時代の歴史よりこぼれ話

第
18
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

昭
和
39
年
開
催

『
聖
火
県
内
リ
レ
ー
』に
参
加

 

― 

牛
久
町
の
中･

高
生
七
名
が

　
　
正
・
副
・
随
走
者
と
し
て

美
浦
村
内
を
走
る
―

　
▽
正
走
者
＝
柳
井
哲
也（
18
・
一
厚
）

　
▽
副
走
者
＝
唯
根
　
勉（
18
・
正
直
）

　
▽
随
走
者
＝�

稲
葉
茂
樹（
16
・
神
谷
）

大
隅
秀
晴（
16
・
本
町
）

佐
久
間
孝（
15
・
桂
）

池
辺
勝
幸（
15
・
田
宮
）

高
木
　
治（
15
・
女
化
）

 

幻
ま
ぼ
ろ
しの

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

 

―
昭
和
15
年（
１
９
４
０
年
）９
月
―

　
昭
和
11
年（
１
９
３
６
年
）８
月
の
ベ

ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
の
Ｉ
Ｏ

Ｃ（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）総
会

に
お
い
て
、
昭
和
15
年（
１
９
４
０
年
）

９
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
は
東
京

（
当
時
は
東
京
都
で
は
な
く
東
京
市
）に

決
定
し
た
。

　
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決

ま
る
と
、
同
年
12
月
に
東
京
市
長
横
山

助
成
を
中
心
と
し
て
国
を
挙
げ
て
の

『
第
12
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組

織
委
員
会
』が
設
け
ら
れ
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
へ
の
準
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
る
中
で
、
翌
12
年

（
１
９
３
７
年
）７
月
に
、
中
国
・
北
京

郊
外
で
盧ろ

溝こ
う

橋
き
ょ
う

事
件（
日
本
軍
と
中

国
軍
と
の
間
で
起
き
た
衝
突
事
件
）
が

　
選
手
た
ち
は
、
み
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
の

胸
に
五
輪
の
マ
ー
ク
と
日
の
丸
が
鮮
や

か
に
染
め
出
さ
れ
、
白
パ
ン
ツ
、
白
靴

で
炎
天
下
、
汗
と
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
な

が
ら
美
浦
中
学
校
前
か
ら
、
約
２
キ
ロ

先
の
大
谷
ま
で
走
り
続
け
ま
し
た
。

　
大
谷
に
は
午
後
０
時
28
分
、
予
定

ど
お
り
79
区
の
正
走
者
柳
井
哲
也
君

（
18
・
一
厚
）
が
、
右
手
に
聖
火
ト
ー

チ
を
高
だ
か
と
か
ざ
し
て
到
着
す
る
と

同
時
に
、
地
元
小
学
生
音
楽
隊
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
が
鳴
り
ひ
び
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

谷
の
引
き
継
ぎ
所
付
近
に
は「
ひ
と
目

聖
火
を
見
よ
う
」
と
、
こ
の
町
か
ら
か

け
つ
け
た
人
た
ち
数
百
人
を
は
じ
め
、

約
３
千
人
の
観
衆
が
集
ま
っ
て
盛
ん
な

歓
迎
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
聖
火
は
、
千
葉
県
を
経
て
、
東

京
へ
入
っ
た
わ
け
で
す
。

　
聖
火
リ
レ
ー
の
隊
形
は
正
走
者
１
名
、

副
走
者
２
名
、
随
走
者
20
名
の
合
計
23

名
で
、
こ
の
う
ち
町
か
ら
選
ば
れ
た
７

名
の
選
手
た
ち
は
次
の
諸
君
で
す
。

勃ぼ
っ
ぱ
つ発
し
た
。
こ
れ
が
中
国
国
内
の
抗
日

気
運
の
高
揚
と
あ
い
ま
っ
て
、
日
中
の

全
面
戦
争
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
日
本
軍
の
戦
線
が
拡
大
の
一
途
を
た

ど
る
と
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本

批
判
が
勢
い
を
増
し
、
日
本
の
国
内
で

も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
べ

き
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
広

ま
り
、
第
一
次
近
衛
内
閣
が
昭
和
13
年

（
１
９
３
８
年
）
７
月
５
日
の
閣
議
で

『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
返
上
す

る
こ
と
に
決
定
』し
た
。

正
走
者
柳
井
哲
也
君
を
先
頭
に
、
副
走
者

唯
根
勉
君
、
随
走
者�

稲
葉
茂
樹
君
、
大
隅

秀
晴
君
、
佐
久
間
孝
君
、
池
辺
勝
幸
君
、

高
木
治
君
。聖
火
は
大
谷
の
引
き
継
ぎ
所
へ
。

※
写
真
も「
広
報
う
し
く
」よ
り
引
用
。


